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年頭挨拶

　あけましておめでとうございます。
　令和６年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　会員の皆様方には、平素から本会の運営及び事業推進に格別の御支援、御協
力を賜っておりますことに対し、まずもって厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、３年以上にわたり日本経済の停滞を余儀なくさせた
新型コロナウイルス感染症は、５月に第５類に位置づけられようやく収束に向
かいつつあり、社会経済に明るい兆しが見えてまいりました。
　しかしながら、中小企業・小規模事業者においては、一層深刻化している人

手不足や、エネルギー・原材料価格の高騰、賃金引上げによる人件費の増加が経営に大きな負担となって
おり、さらに、ゼロゼロ融資の返済やインボイス制度の開始など、大変厳しい経営環境にあります。
　加えて、コロナを契機とした消費者の行動変化等を踏まえたビジネスモデルの再構築や、デジタル化・
脱炭素化といった新たな課題への対応も求められております。
　こうした中、経営資源の少ない中小企業等が、これらの多くの課題を乗り越え、持続的且つ安定した経
営基盤を確保していくためには、事業者の個々の自助努力に加え、経営資源を補完・補強し合い、業界や
地域における企業間の連携ネットワークを活かして戦略的に取り組むことが、ますます重要になっている
と考えています。
　このため、中央会は、県内唯一の中小企業連携支援機関として、これまでにも増して大きな期待を担っ
ているものと認識し、中小企業・小規模事業者の皆様が、組合等連携組織の下で安心して事業を継続して
いけるよう、支援を更に強化してまいります。
　具体的には、事業環境の変化への対応が求められる業界等に積極的にアプローチし、共同事業で解決す
る手段としての組合設立を提案・支援するとともに、人材確保、デジタル化等、様々な課題に直面してい
る組合・組合員企業の皆様に対しては、現状把握に努め、事業再生や生産性向上等の取組を積極的に支援
してまいります。
　さらに、中央会や組合等の活動状況を積極的に発信し、組合等の連携のブランド価値を高めるとともに、「元
気で頼りになる中央会」を目指し、指導員の能力向上や関係機関との連携により、中央会の支援機能を強
化してまいります。
　今年の干支は、「甲辰(きのえたつ)」。これからの成長をさらに形作っていく年で、景気が良くなるとい
う縁起のよい年と言われています。また、陽の気が動いて万物が振動するので、活力旺盛となって大きく
成長し、形が整う年とも言われています。
　この新しい年が、厳しい環境を乗り越え、活気溢れ飛躍する年となりますことを祈念いたしますととも
に、会員の皆様を始め、関係各位の益々のご繁栄とご多幸をお祈り申しあげ、年頭のご挨拶といたします。

年頭のご挨拶年頭のご挨拶

山口県中小企業団体中央会　　
会　長　矢　敷　健　治
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【はじめに】
　新年明けましておめでとうございます。
　謹んで新春のお慶びを申し上げますとともに、本年が県民の皆様にとりまし
て、より良い年となりますことを心からお祈り申し上げます。
　コロナ禍を乗り越え、初めての新年を迎えました。全世界で人流・交流が活
発化し、日本経済が改善しつつあることから、これを追い風に、県づくりを新
たなステージに引き上げていかなければなりません。
　デジタル化・脱炭素化等の様々な社会変革を推進力にしながら、本県の経済
や暮らしをより高いレベルに上げていくと同時に、県政の最重要課題である人
口減少に歯止めをかけるため、最大のターゲットとなる若者・女性に選ばれる

山口県になるための取組をスピード感を持って進めていくことが必要です。
　そのため、現場の声にしっかりと耳を傾けながら、「やまぐち未来維新プラン」に基づき、産業維新・
大交流維新・生活維新の「３つの維新」の取組を一層加速し、成果を着実に積み重ねていくことで、本県
の更なる発展と人口減少の克服に確かな道筋をつけ、大きく飛躍していく一年にしていきたいと考えてい
ます。

【やまぐち未来維新プランの取組の加速】
　私たちを取り巻く社会環境や人々の意識・価値観は、大きく、急速に変化しており、このような変化や
新たな課題に的確に対応し、本県の成長に繋げていかなければなりません。
　このため、産業の分野では、昨年創設した脱炭素社会実現基金を活用し、県経済を牽引するコンビナー
トの脱炭素化の取組を加速するとともに、飛躍的な市場拡大が見込まれる半導体・蓄電池関連産業の集積
促進に向けた取組を強化してまいります。
　また、インバウンドが本格的な回復に向かうなど、世界中で交流・物流の更なる拡大が期待できる、こ
のタイミングを絶好のチャンスと捉え、中堅・中小企業の海外展開や、農林水産物等の輸出拡大などによ
り旺盛な海外需要を取り込み、成長する海外市場への展開をこれまで以上に進めていきます。
　観光においても、山口宇部空港と韓国や台湾を結ぶチャーター便の運航が決定し、こうしたことも弾み
にして、インバウンドの拡大に向けた取組を強力に進めるとともに、本県の恵まれた自然環境を生かした
アウトドアツーリズムなどを推進し、「おいでませ　ふくの国　山口」のキャッチフレーズの下、「観光県
やまぐち」の創造を目指して、本県観光の認知度向上と誘客促進に繋がる観光プロモーションを、大胆に
力強く展開していきたいと考えています。
　それと共に、コロナ禍で損なわれた人と人、人と地域の交流の回復と更なる拡大を図るため、きらら博
記念公園の交流拠点化に向けた整備等を進めていきます。
　さらに、何よりも大切な県民の暮らしの安心・安全をしっかりと守り抜くための取組も充実を図ります。
コロナの経験で重要性が高まっている感染症対策を強化する観点も踏まえ、県立総合医療センターの建て
替えによる機能強化を着実に進めるなど、医療提供体制の整備を推進します。
　また、昨年梅雨時の大雨で、県西部や中部を中心に大きな被害が生じたことから、その復旧を進めると
ともに、頻発化・激甚化する自然災害から県民の皆様の命と暮らしを守るため、ハード・ソフトの両面か
ら、防災・減災、国土強靭化の取組を一層強化していきます。
　加えて、これからの社会や暮らしに不可欠なデジタル技術の活用をさらに進め、企業における業務の効

山口県知事　　　　　
村　岡　嗣　政

知事年頭あいさつ知事年頭あいさつ
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率化や生産性の向上、自動運転等による交通ＤＸの推進、様々なサービスのデジタル化による生活の利便
性の向上や教育の充実等に向け、県政の各分野で、県民の皆様に効果を実感していただけるデジタル実装
の取組を強力に進めます。
　また、県庁における「行政ＤＸ・新たな価値を創出する働き方改革」の取組を本格化し、多様化・複雑
化する行政ニーズに今後も的確に応えられるよう、「やまぐちワークスタイルシフト」の名のもとに、デジ
タルを積極的に活用して、価値ある仕事に効率的に人と時間を集中させる働き方を推進し、その成果を県
内の市町や民間企業等にも波及させていきたいと考えています。

【人口減少の克服に向けた挑戦】
　人口減少は、本県の活力を損ない、経済活動や地域社会等に深刻な影響を及ぼす県政の最重要課題であり、
将来にわたって持続可能で活力ある山口県を実現していくためには、これに歯止めをかけていくことが必
要です。
　人口減少の大きな要因は、加速している少子化と女性を中心とした若者の県外流出であり、当事者であ
る若い世代に向けた対策を見直し、実効性を高めていくことが重要であることから、大学生や子育て世代
の若者から、就職や子育て等に関する考えを伺ってきたところです。
　この声をしっかりと受け止め、若者や女性のニーズと期待に応える取組を充実・強化し、迅速に進めて
いかなければなりません。

《「少子化の流れ」を変える》
　そのため、まず、少子化の流れを変えることを目指し、若者が抱いている結婚や子育てへのポジティブなイメー
ジを実現できるよう、出会いの場の創出や、男性の育休取得や家事・子育てへの参画が当たりまえの社会
の実現に向けた取組などを進めます。
　また、経済的な負担感や子育て環境への不安の解消に向けて、国の「次元の異なる少子化対策」に呼応し、
相乗効果を生み出す県独自のきめ細かな施策を大胆かつ積極的に進めていきます。

《「社会減の流れ」を断ち切る》
　社会減の流れを断ち切るための取組も強化します。若者が希望するデジタル関連企業をはじめとした成
長企業の誘致により魅力ある雇用の場を確保するとともに、仕事へのやりがいや誇りを高める、ワークエ
ンゲージメントの実現や資格取得・リスキリング等への支援など、若者の価値観に合った労働環境を整備し、
若者・女性の県内定着を促進します。
　また、県外に進学した若者のＵターンの流れを創ることも重要であることから、若者からの評価も高い
本県の「暮らしやすさ」の魅力を伝える情報発信等を強化するとともに、地元在学中から、魅力ある地元
企業を知り、地域について学ぶ機会を充実します。
　さらに、移住・定住の促進に向けても、若者や子育て世代、特に女性をターゲットとした情報発信や移
住支援等の取組を強力に推進します。

《「住み良い地域社会」を創る》
　同時に、人口減少を食い止め、未来への活力を創出するためにも、快適でにぎわいのある未来のまちづ
くりに取り組むとともに、厳しい人口減少の中で、持続可能な地域社会を形成するため、医療・介護提供
体制の充実・強化や、地域交通の維持・活性化、中山間地域における「やまぐち元気生活圏」づくりなど
を進めていきたいと考えています。

【終わりに】
　私は、県民誰もが、山口ならではの豊かさと幸福を感じながら、未来に希望を持って暮らせる「安心で
希望と活力に満ちた山口県」の実現に向けて、「やまぐち未来維新プラン」に基づき、新たな県づくりの取
組を更に力強く前に進めます。そして、人口減少に歯止めをかけ、県政の様々な分野で、県民の皆様に目
に見える確かな成果をお届けしていく、このことに全力を挙げて取り組んでまいります。
　引き続き、県民の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いします。
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　令和６年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、経済活動の正常

化が進みました。一方で、エネルギー・原材料価格の高騰や円安等による物価

高、深刻化する人手不足、賃上げや脱炭素化への対応等、企業は多くの課題に

直面しています。

　これらの課題に対応するために、昨年11月に策定された「デフレ完全脱却の

ための総合経済対策」に基づく施策を確実に実施し、その上で、中国経済産業

局においては、今年、以下の３点に重点的に取り組む所存です。

　第一に、地域の中堅・中小・小規模企業の成長に向けた取組を支援します。人手不足の解消に向け企業

の省人化・省力化投資や生産性向上のための取組を強力に支援するとともに、下請取引の適正化を通じ価

格転嫁と継続的な賃上げに向けて取り組んでまいります。また、スタートアップ支援の新たな枠組みとな

る「J-Startup WEST」では、中国地域の選定を22社から30社程度まで拡大し、地域のロールモデルとな

るスタートアップ企業の支援を強化してまいります。

　第二に、地域を支える重要産業の成長に貢献する環境整備に取り組みます。半導体や自動車など中国地

域の基盤となる産業群の更なる成長を目指し、人材の確保・育成やサプライチェーン強靱化に取り組みま

す。中国地域半導体関連産業振興協議会によるビジネスマッチングなどの取組を進めるとともに、自動車

部品サプライヤーの電動化や業態転換等の取組を支援してまいります。

　第三に、地域のカーボンニュートラル実現に向けた取組を加速します。火力発電所等での燃料転換の促

進に加え、水素・アンモニアの広域的な供給のあり方を検討する協議体の立ち上げを通じ、カーボンニュー

トラル実現に向けた地域横断的な枠組みの構築を進めてまいります。また、企業の脱炭素経営や省エネル

ギーの促進など個別的な支援にとどまらず、自治体、サプライチェーンを巻き込んだ脱炭素化を進めてま

いります。

　今年は十干十二支で「甲辰（きのえたつ）」にあたり、「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」

という意味があるとされています。コロナ禍を乗り越え、直面する課題を新たな成長に挑戦する機会とと

らえ、未来に向けて確かな成功を形作る一年になることを願っております。

　最後になりますが、皆様にとって実りある輝かしい一年になるよう祈念いたしまして、新年のご挨拶と

させていただきます。

成長が実感できる一年へ成長が実感できる一年へ

中国経済産業局長　　　
實　國　慎　一

年頭挨拶
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　明けましておめでとうございます。令和６年の年頭に当たり、謹んで新年の

ご挨拶を申し上げます。

　昨年は、コロナ感染症の５類への変更により社会経済活動が正常化し、円安

を活かしたインバウンド等の需要が回復した一方で、豪雨・台風等の自然災害、

深刻化する人材不足、原材料や労務費等の価格上昇とその転嫁の遅れ、事業承

継問題など、中小・小規模事業者を取り巻く経営環境は、引き続き厳しい状況

に直面してきました。

　こうした中で、昨年10月11日に宮城県仙台市で開催した第75回中小企業団体全国大会では、全国各地か

ら中小企業団体の関係者約２千名が参集し、

　Ⅰ．中小企業・小規模事業者等の危機的状況の克服、成長促進支援等の拡充

　Ⅱ．中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進

　Ⅲ．中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備

の実現に向けて、組合関係者の皆様と共に取り組んでいくことを決議し、その実現に向け精力的に陳情活

動を行って参りました。

　その結果、大会決議の主な要望事項が、令和５年度補正予算等による「デフレ脱却のための総合経済対

策」に盛り込まれ、その早期かつ速やかな実行に期待するとともに、本会においても施策の広報と迅速な

執行に努めております。

　地域の人口減少に加え地域課題が多様化・複雑化することを踏まえつつ、資金繰り対策、経営改善・事

業再生、デジタル化の推進や、リスキリング等の「人への投資」、ものづくり補助金、事業再構築補助金

や省力化投資補助金による生産性向上、インボイス導入による事務負担増、物流の2024年問題、外国人技

能実習制度の変更、スタートアップ育成、輸出拡大、大阪・関西万博などの最重要課題については、会員

皆様との連携を一層強化し、伴走支援を図って参ります。

　結びに、令和６年の甲辰の年は「成功という芽が成長していき、姿を整えていく」といった縁起の良い

年とされています。本年が、中小企業組合と中小・小規模事業者の皆様にとりまして、成長を実感する１

年となりますことを心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

令和６年元旦　　　

年頭に当たって年頭に当たって

全国中小企業団体中央会　　　
会　長　森　　　　　洋
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  新春のお慶びを申し上げます  

下松陸上運送業協同組合

〒744–0022　下松市大字末武下字西市沖680–21
☎ 0833–41–5011　Fax 0833–44–2052

で結ぶ全国安全輸送をモットーに

㈱井上運送店　　㈱金近回漕店　　下松運輸㈱　　㈱西脇運送店

野田重工運輸倉庫㈱　長谷川産業㈱　㈱サンキュウトランスポート中国

組合員企業

理 事 長　　買　田　晃　生

物流はネットワークの時代
あらゆる輸送ニーズにお応えします

防府流通センター協同組合
代表理事　喜多村　誠

〒747-0833　山口県防府市浜方473番地14
TEL 0835-23-9976　　FAX 0835-23-9979

【出資組合員企業】
防 府 通 運 株 式 会 社
周 防 運 輸 株 式 会 社
株 式 会 社 馬 場 回 漕 店
防府合同運送株式会社

千 代 田 運 輸 株 式 会 社
防府貨物運送株式会社
防 石 陸 運 株 式 会 社
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宇部新天町名店街協同
組合

〒755-0029  山口県宇部市新天町２丁目７番３号　　TEL・FAX ０８３６‐２１‐９８８７
代表理事　熊　谷　満　之

宇部
名物
宇部
名物 節分祭

令和６年２月３日（土）
午前10時～午後８時

福あめ抽選会
幸運を呼ぶ２mの福あめ
福の玉・鬼打棒あめ……

新天町お買物券
（1,000円分）…300本

福豆販売（おみくじ入）

雨天
決行 特別賞

  新春のお慶びを申し上げます  

赤帽山口県軽自動車運送協同組合

組合員の力を結集して、物流の2024年問題解決に挑戦します！

〒754-0896　山口市江崎3643
TEL 083-989-4855　　FAX 083-989-4866

【お問い合わせ】　365日24時間受付
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  新春のお慶びを申し上げます  

確かな技術で未来を築く

市民に奉仕する｢ライフライン｣の協同組合

宇部管工事協同組合

※組合員が施工した工事は､組合が責任を持ちます。

●賛助会員●
大 栄 建 設 ㈱

㈱ 鶴 谷 秀 電 社

三 嶋 電 業 ㈱

西日本石油化学㈱

中 国 産 建 ㈱

㈲ 栄 和 設 備

三 陽 設 備 工 業 ㈱

富 士 管 工 ㈱

㈲ 中 央 綜 合 設 備

㈱ コ バ ヤ シ 技 工

エコー設備管工㈱

㈱ 長 松 工 務 店

㈲ プ ラ マ ー 工 業

㈲ エ イ シ ン 工 業

〒759-0134　宇部市大字善和203-118
　　　　　　　 TEL:62-0717　FAX:62-0753
　 （修理部門）TEL:62-5695　FAX:62-5696

管工事(上下水道工事)は組合員を
ご指名ください。

㈱ 宇 部 ク リ ー ン

㈲ ス ギ モ ト 産 業

㈲田辺設備テクノ

ハ ヤ シ 技 建

成 建 工 業 ㈱

㈱ ア キ ヤ マ 設 備

㈱ 和 工 業

山口労働局長登録教習機関
山口県管工事協同組合連合会

建機教習センター

就職が有利になる
　資格を取ろう！！

〒759-0134
宇部市大字善和203-118
http://www.kenkyou.jp
TEL：0836-62-1192
FAX：0836-62-0753

技能講習　高所作業車，フォークリフト，
玉掛け，小型移動式クレーン，
車両系建設機械（整地等），（解体用）

特別・安全衛生教育　小型車両系建設機械，
チェ一ンソー（伐木），刈払い機（草刈）等
【新規特別教育】テールゲートリフター
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  新春のお慶びを申し上げます  

〒745-0051　山口県周南市沖見町2-1
TEL：0834-21-1155     FAX：0834-21-6345

代表理事　河野　正幸

（外国人技能実習生監理団体・特定技能外国人登録支援機関）
山口ビジネススキルアップ協同組合

新年あけましておめでとうございます！
本年も日本で頑張る外国人を応援します。
新年あけましておめでとうございます！

本年も日本で頑張る外国人を応援します。

住所／柳井市大畠977
定休日／月曜日　木曜日

鯛寿司・弁当・惣菜予約承り中!!
◆営業時間 9：00～12：00◆

TEL（0820）45-3353
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  新春のお慶びを申し上げます  

山口県宇部市大字善和203番地139
Tel 0836-62-5555　　Fax 0836-62-5556
E-mail: info@uik-co.com　　URL  https://uik-co.com/

ユー・アイ・ケイ協同組合
☆ 人的交流を通し国際貢献 ☆

外国人技能実習生受入・特定技能外国人支援機関

厚生労働大臣認可
標準営業約款・Sマーク

〒754-0042　山口市小郡長谷一丁目５番32号
TEL 083-973-0051　　https://y-riyo.net

理事長　吉永 和義
山口県理容生活衛生同業組合

お客様の安心・安全なサービス
組合加盟店は衛生順守をはじめ感染症対策に取り組んでいます

〒753-0074
山口市中央２丁目４番5号山口中企ビル３Ｆ
TEL 083-921-0885　FAX 083-921-0955

理事長　村　田　正　幸

技術・安全・信頼をモットーに！

山口県電気工事工業組合 山口県室内装飾事業協同組合
理事長　横　田　晃　一

〒744–0004　下松市青柳一丁目３番１号
☎ 0833–44–4886　FAX 0833–44–0130

https://yamaguchi-naisou.jp/
E-mail　yama35naisou@diary.ocn.ne.jp

官公需適格組合官公需適格組合
TORI  KAERU 室内装飾・リフォームなどご相談下さい

〒746-0018　山口県周南市大神1丁目17番32号
https://l-happystyle.com

☎0834-63-5596　E-mail：info@l-happystyle.com

代表理事　船﨑　美智子

宇部工業グループ事業協同組合

代表理事　河　野　剛　志

〒759–0295
宇部市大字妻崎開作874番地の１
☎ 0836–41–8448　FAX 0836–41–2852
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  新春のお慶びを申し上げます  

2025

山口県コンクリート製品協同組合

代表理事　河　野　通　晴

〒742-0021
柳井市柳井1740−１
☎ 0820–24–6177　Fax 0820–24–6178

新下関生コンクリート協同組合
理 事 長　瀧　下　信　彦
副理事長　河　野　朋　子
副理事長　長　尾　　　隆

〒751-0832
下関市生野町二丁目29番15号　（是松ビル４階）
TEL 083–254–0144　FAX 083–253–2101
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  新春のお慶びを申し上げます  

代表収締役社長　柳 屋 芳 雄

宇部本社・工場
〒759－0134　山口県宇部市善和189－18
TEL（0836） 62－1661㈹　FAX（0836） 62－1611

東京営業本部／関東支店／関西支店／東北支店／パリ事務所

食品加工機械設計・製作・販売

株式会社ヤナギヤ

防災用品販売
建築材料販売
土木資材販売
工事一式施工

山口県防府市西浦2068-2

FAX 0835-29-0258
☎0835-29-0230

有限会社

正田金物

代表取締役社長　松 本 純 一
〒753-0214　山口市大内御堀3777－2
TEL：083-941-0300　FAX：083-941-0400
ＨＰ：www.njkcorp.jp

New Japan Knowledge

株式
会社

ソフトウェア・アプリ開発　　データエントリー
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  新春のお慶びを申し上げます  
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  新春のお慶びを申し上げます  
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業種別の景況　業界の景況DI値の推移－全国平均との比較－
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →
商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →
そ の 他 →

　運輸業等やサービス業等を中心に景況感が改善している業種がある一方、多くの業種においては、原材料費・

仕入れ価格の上昇を販売価格に転嫁しきれず収益の悪化が続いていることから、３か月連続して上昇した景況

DI値は、僅かながら悪化に転じた。

　人手不足の深刻化や最低賃金の引き上げ等による人件費の上昇が事業経営の足かせとなっており、また、物

価高による消費の抑制が見られることから、景気の先行きを不安視する声が多く寄せられている。

月次景況調査結果

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

令和５年11月期

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

製 造 業
非製造業

製 造 業
非製造業

製 造 業
非製造業

製 造 業
非製造業 製 造 業

非製造業

製 造 業
非製造業

DI値
30以上………………
10以上30未満………
－10以上10未満……
－30以上－10未満…
－50以上－30未満…
－50未満……………

（月）
-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

山口県
全国

（DI値）

-25.0

2 3 4 5 6R4.11 12 R5.1 7 8 9 10 11
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情報連絡員報告
　地区・業種を代表する県内組合の役職員の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行政・関係
機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（https://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

令和5年11月期

製

造

業

食 料 品
〇　販売価格は上昇だが物価高騰で収益は良くない。値上げが必要。 （調味料製造業）
〇　今年は全国旅行支援等がなく、土産売上が減少。 （パン・菓子製造業）
〇　円安で原料が前年の倍だが価格転嫁できない企業もあり、利益率は良くない。最低賃金

の引上げ額が高く、人手不足も重なって厳しくなっていく一方。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業 〇　受注単価が上がり受注量は減少したが売上は横ばいで、効率は悪くない。雇用状況も良
くなってきたが、市場が不振で今後の動向が心配である。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

〇　組合員の平均売上額は、コロナ禍の令和４年11月と比べ10％の減少。住宅業界の着工数
減少による影響を感じる。建築用材は下落傾向、チップ用材は引合いが強い。

印 刷 〇　業界は原材料の高止まりによる収益悪化と人材確保の非常に難しい問題を抱えている。
若年層の定着率は非常に低く、将来に向けた企業の長期ビジョンが描けない状況。

窯 業 ・
土 石 製 品

〇　前年比38％の出荷減少。原材料、動力費の値上げで、１月より10％〜15％の値上げ通知。
12月より支払手数料等の負担をお客様に依頼。 （コンクリート製品製造業）

〇　売上は前年同月比で小売・卸ともにやや増加に転じた。 （陶磁器・同関連製品製造業）

一 般 機 器

〇　９月、10月の繁忙期が落ち着いた企業も、それなりに仕事を確保できている模様だが、
発注先により、忙しい企業とそうでない企業で差がある。総じて仕事量は例年通りだが、
人件費、資材の高騰が進んでおり、皆、不安を感じている。 （下松市）

〇　世界情勢の不安定化は先が見えない状況で、円安に伴う資源高、資源不足もあって、企
業収益に大きな影響が出ている。外国人人材確保の面では、最低賃金はアップされたが、
高賃金を求めて転籍も多い状況が継続している。 （宇部市）

輸 送 機 器
〇　鉄道車両関係は海外（台湾・エジプト・メキシコ等）からの受注があり順調だが、原材

料費や電気料等の水道光熱費の高騰での収益悪化が続くものと思われる。半導体製造装置
の部品製造は、当初の予定よりも大幅に受注量が減少し、低位で推移している。

非

製

造

業

卸 売 業
〇　例年、保管量が60％台に減少する時期にもかかわらず、90％以上の保管量が確保できて

いる。入出庫が順調であり、倉庫売上は前年に比し大幅に増加している。 （乾物卸売業）
〇　水揚げ状況は全体で前年を下回り、価格も前年を下回った。 （生鮮・魚介卸売業）
〇　食料品の値上げにより、売上が鈍化傾向である。 (各種商品卸売業）

小 売 業
〇　新商品やクリスマス商品等が発売され売上が増加した組合員もある。 （化粧品小売業）
〇　売上は前年同月比５％減少。全国旅行支援等の反動で減少したが、前々年比は同水準。

コロナは収束だが、物価上昇に伴う節約志向、消費抑制が見られ、売上の低迷と経費の増
大が慢性化しており、景気の先行きに不透明感が強まっている。 （各種商品小売業）

商 店 街

〇　11月は消費行動が刺激され、業種業態によって異なるが、総じて好転となった。インボ
イス制度や最低賃金の引き上げなどの経営・経理にかかる指導があり、人的コスト、時間
的コストの増大があったが、現実には大きな問題は表面化していない。 （岩国市）

〇　仕入れ価格が上昇しているが、販売価格に全て転嫁するのは難しい情勢。 （山口市）
〇　寒さと物価高が街の景気を冷え込ませ、消費行動が極めて低い。 （宇部市）

サービス業

〇　客数は増加傾向だが、仕入れや光熱費の高騰により、採算面は変わらない。 （理容業）
〇　ＯＢＤ検査のスキャンツール導入補助金の２次募集が始まり、事業者の関心も高い。最

低賃金が上昇したが、電気代や物価上昇傾向にあり、先行き不透明。 （自動車整備業）
〇　前年同月比で売上90.0％、宿泊人員90.3％と前年割れ。昨年は全国割があったことや、

従業員不足で部屋の稼働率を落とさざるを得ないことが要因。 （旅館業　山口市）
〇　売上高は前年比12％減少。重油、電気等は高値が継続、最低賃金の上昇等で収益に大き

く影響。資金繰りが悪化し、年末に向け厳しい状況が継続する。 （旅館業　長門市）
〇　売上は好転だが景況は悪化。仕入高を費用に転嫁できていない。 （旅館業　下関市）

建 設 業

〇　工事量は横這い。技能者の減少が顕著。売上減少と収益悪化が進んでいる。 （左官業）
〇　公共工事は、河川浚渫工事及び災害復旧工事が発注され、例年より増加傾向。燃料費は、

年度当初より大幅に高い価格で、建設資材は、まだ上昇傾向にある。 （一般土木工事）
〇　小口の見積物件は程々あるが、まとまった規模の見積りが少ない。現場鍛冶工・溶接工・

トラック等の確保が一段と難しくなった。 （鉄骨・鉄筋工事業）

運 輸 業
〇　輸送量はやや増加。高齢化で運転者不足が目立つ。 （一般貨物自動車運送業　下松市）
〇　自動車関連輸送は前年比20％の増加で順調に回復。 （一般貨物自動車運送業　防府市）
〇　タクシーチケット取扱金額（税込み）は、コロナ禍の前年比＋25.9％。乗務員不足で稼

働車両が確保できないために年末の輸送が懸念される。 （一般乗用旅客自動車運送業）

そ の 他
〇　原油や物価高騰で光熱費や食費等も値上がり、非常に厳しい状態が続き、最低賃金も上

がり、多くの介護事業所でより厳しい状況となった。インフルエンザ流行や依然として続
く新型コロナウイルス感染症対策に、神経質になっている施設もある。 （介護事業）
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組合TOPICS

組合TOPICS

中央会TOPICS

　12月３日（日）、下関市の道の駅「蛍街道西ノ市」にて、創業35周年記念感謝祭を開催しました。昭和63年、
当組合の前身である庭田営農組合婦人部のぞみ会として発足、平成17年に法人化しました。
　当日は、ぽん菓子の実演販売、試食コーナー、きな粉餅のふるまい、餅まきなどのイベントや、道の駅内に
ある温泉施設の回数券を購入した
方に商品をプレゼントする企画も
開催され、多くの人が訪れました。
餅まきでは、下村理事長のご挨拶
の後、合計60キロ、1800袋のたく
さんの餅を組合員がまき、大いに
盛り上がりました。
 （連携支援部　竹中）

創業35周年記念感謝祭を開催 企業組合のぞみ会

　12月14日㈭、山口市「かめ福オンプレイス」に
て、当協議会の会員でもあるfleur縁 代表の末永
有紀氏をお招きし、講習会と交流会を開催しました。
　講習会では、末永氏が創業したきっかけや、コ
ロナ禍で新しく始めた事業内容等の取組をお話し
いただき、その後リース作りを教えていただきま
した。クリスマスから正月まで楽しめる、生花を
使ったリース作りを行い、会員相互に交流しなが
ら楽しく作業を行いました。参加者全員が自己紹
介を行い、親交を深められた会になりました。
 （連携支援部　竹中）

講習会・交流会を開催 山口県中小企業団体中央会女性活躍推進協議会

　本会では、経営や日常業務におけるデジタル技術の活用について学ぶ組
合情報化推進研修を３回にわたり開催しました。
　12月５日㈫に、税理士の倉員祥子氏とタスクブレイク株式会社代表取締
役の伊藤香氏を講師に「日々の業務を効率化！〜弥生会計＆エクセルの
有効活用〜」、12月６日㈬に、旅インスタグラマーの中野依里氏とLINE
コンサルタントの松﨑純子氏を講師に「SNSで効果的な情報発信！〜
Instagram＆LINE公式アカウント活用術〜」、12月15日㈮に、中小企業診
断士の竹内幸次氏を講師に「ChatGPT
は仕事にどう活用できる？〜生成AI徹
底解説〜」を開催しました。
　デジタルツールを上手く活用するこ
とで日常業務の効率化や効果的な情報
発信、経営力向上を図ることができる
ことを知る機会となりました。
 （連携支援部　岡村）

組合情報化推進研修を開催 山口県中小企業団体中央会

12月15日㈮　第３回12月15日㈮　第３回

12月５日㈫　第１回12月５日㈫　第１回

12月６日㈬　第２回12月６日㈬　第２回
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　12月２日㈯、萩市田町商店街アーケード（約300m）を貸し切って「第６回やっぱ萩の地酒でNight！」がコ
ロナ禍の制限をなくして約180人の地酒ファンが集まり盛大に行われました。
　これは、萩地域の造り酒屋６社と地酒を愛す
るファンの交流を通して、「ＧＩ萩」にも認定さ
れている地酒の良さを心行くまで味わっていた
だこうと組合が誕生した時から開催されています。
　午後６時30分から山田理事長と田中萩市長の
あいさつに続き、今年の「特別吟醸みがき６」
の醸造当番の澄川酒造に稲穂が送られ、澄川社
長の決意表明がありました。乾杯のあと、酒蔵
のブースで地元ケータリング料理とともに地酒
の飲み比べを楽しみました。６蔵の地酒セット
が当たる福引も行われ、寒い夜でしたが心も体
も暖かい盛り上がりを見せていました。
 （連携支援部　竹中）

　12月13日㈬、中央会の制度改正等の課題解決環境整備事業を活用し、働き方改革についての講習会を開催し
ました。

　社会保険労務士法人桑原事務所の桑原望特定社会保険
労務士から、「働き方改革関連法に伴う労働問題とその
対策について」をテーマに、時間外労働の上限規制の導
入、年次有給休暇の確実な取得、中小企業の月60時間超
の残業の割増賃金率引き上げのほか、法改正に伴い求め
られる職場の労務対策について解説いただきました。ま
た、労働時間の考え方や労働時間の適正な把握のために
使用者が講ずべき措置などについても学びました。
 （連携支援部　水野）

　12月18日㈪、山口県立下関工科高等学校建設工学科２年生を対象に山口県管工事工業協同組合女性活躍委員
会が出前授業を行いました。設備工事は建築物の空調・給排水工事を担い、設備業界で活躍する女性の立場か
ら仕事の内容や、やりがい、働き方改革の中
で変わってきている就業環境等について説明
されました。
　最近は重機・工具の機能充実による労力の
軽減や、働き方改革などの社会的な制度の改
正なども後押しとなり、結婚や出産を経ても
女性が活躍し続けられる業界に変わってきて
います。地元の建築物も当組合員企業が携わっ
ていることに驚く声も上がり、授業を受けた
生徒にとっても理解が深まる内容となりました。
 （総務企画部　後）

下関工科高等学校で出前授業を実施

やっぱ萩の地酒でNight！を開催

防府鉄工業協同組合働き方改革についての講習会を開催

山口県管工事工業協同組合

萩酒米みがき協同組合
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令和５年度中央会トップセミナーを開催

インボイス制度実務講習会を開催

　11月27日㈪、かめ福オンプレイスにて、令
和５年度中央会トップセミナーを開催し、会
員組合の理事長・企業経営者など約100名の
方にご参加いただきました。
　講師には、HILLTOP株式会社相談役の山
本昌作氏をお招きし、「ディズニー、NASA
が認めた遊ぶ鉄工所　楽しくなければ仕事じゃ
ない〜非常識な経営手法が企業と人を変える
〜」をテーマにご講演をいただきました。
　講演では、24時間無人稼働の生産体制を実現した「HILLTOPシステム」や、山本氏が行った人材育成方法
などについて、体験談を交えながらお話しいただきました。
　社員が有するノウハウや経験は、データや文章、口頭で人に伝えることではじめて企業の財産となります。
そしてノウハウを人に受け継いだ社員は、その分新たなノウハウを蓄えることが可能となり、組織全体のレベ

ルアップにつながるとのお話をいただきました。
　また、利益よりも社員のモチベーションを重視したジョブロー
テーションや、意思決定を任せ、できたことを褒める新人教育の
あり方などについてもお話しいただきました。
　セミナー終了後には、小関山口県産業労働部長、平岡山口経済
同友会代表幹事をはじめ、多数のご来賓ご臨席のもと交流会を開
催し、参加者同士で情報交換を行うとともに交流を深めました。
 （総務企画部　後）

　本会では12月19日㈫、山口市「山口グランドホテル」にてインボイス制度実務講習会を開催しました。
　倉員祥子税理士を講師に、インボイス制度開始を契機に消費税課税事業者となった方を対象に、押さえてお
くべき実務上のポイントや、簡易課税の場合の消費税申告書の作成方法などについてご講義いただきました。
　本会では１月23日㈫に、「よく分かる！インボ
イス制度の基本」と題し、消費税初心者の方向け
にインボイス制度についてわかりやすく解説する
セミナーを開催します。インボイス登録を検討中
の方、すでに登録したけれど制度理解が十分でな
い方など、インボイス制度について理解を深めた
い方はこの機会にぜひご参加ください。（詳細は
下部をご確認ください。） （総務企画部　宇多村）

山口県中小企業団体中央会

山口県中小企業団体中央会

よく分かる！インボイス制度の基本（初心者編）よく分かる！インボイス制度の基本（初心者編）
開催日時 場　　所 内　　　　容 講　　師

令和６年
１月23日㈫

13：30～15：30

山口グランドホテル
（山口市小郡黄金町１－１－１）

＊　消費税の仕組み・インボイス制度とは？
＊　登録した時の納税額のシミュレーション
＊　電子帳簿保存法への対策
＊　手続き関係とよくあるＱ＆Ａ

税理士法人
フューチャーコンサルティング
 代表　小澄健士郎　氏

【申込方法】　本会ＨＰ記載の申込フォーム、お電話にてお申し込みください。
【申込・問合せ先】　山口県中小企業団体中央会　連携支援部（担当：平田）
　　　　　　　　　TEL 083-922-2606　HP https://axis.or.jp/info/18792.html

HILLTOP株式会社HILLTOP株式会社
相談役 山本昌作氏相談役 山本昌作氏
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【日　　時】　令和6年1月22日（月）13:30～16:00
【会　　場】　KDDI維新ホール　（山口県山口市小郡令和１丁目１－１）及びオンライン配信
【内　　容】　第１部　13:30～14:30　「０円で欲しい人材を引き寄せる！ハローワーク求人票の作り方」
　　　　　　　第２部　14:30～15:30　「働きやすい職場環境づくりのポイント」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：ウエルズ社会保険労務士事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　五十川　将史　氏（社会保険労務士）
　　　　　　　第３部　15:30～16:00　「職場環境づくりに活用できる！各種助成金のポイント」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：働き方改革サポートオフィス山口
【お申し込み】　本会HPよりお申し込みください。
【お問い合わせ先】　山口県中小企業団体中央会　担当：宇多村　☎083-922-2606

求人募集をしても人が集まらない…！　社員がどんどん離職してしまう…！　とお悩みの皆様！
効果的な求人票作成と働きやすい職場環境づくりに取り組んで人材不足を解決しましょう！

人が集まる！人が根付く！人材確保＆定着セミナーのご案内

本会HPは
こちら

受講料
無料！

〈設立の背景・目的〉
　与論町は鹿児島県の最南端に位置する人口約五千人の島で、主要産業は農林水産業（農業、さとうきび）と宿泊・飲食サー
ビス業。人口減少に伴い働き手が減少している中で、「特定地域づくり事業協同組合制度説明会」にオンラインで参加し
たことをきっかけに事業者サイドと町との協議が進み、町内事業者を対象とした制度説明会を複数回開催するなどして組
織化に向けた検討を重ね、特に人手不足が深刻な４つの業種の組合員が集まり設立に至った。
　島外に転出した若者が安心して島に戻れる環境を整備すること、また島の生活に魅力を感じた島外の方の移住を積極的
に推進することで、人材不足の解消と定住人口の増加、そして地域の活性化に繋げていくことを目的としている。
〈視察内容〉
　組合にて派遣職員を６名雇用し、マルチワーカーとして組合員企業へ派遣し
ている。働き先はさとうきびの収穫補助（冬季の主な派遣先）、スーパーのレ
ジ･品出し業務、介護施設での介護業務等である。視察で話を伺った３名の派
遣職員は島外からの移住者で、いずれも与論町での暮らし、働き方に満足して
いる点が印象的であった。組合員からは、派遣職員は重要な戦力となっており、
冬季はさとうきびの収穫補助に人員が割かれることからさらに派遣職員を増や
してほしいとの声があった。また、与論町、町議会との関係は良好で、当組合
を町の移住施策の重要な柱と位置づけ、連携体制が構築されている。川畑理事
長からは「組合活動をさらに積極的に推進し、ヨロンの魅力発信に努めたい」
との声が聞かれた。

視察で話を伺った川畑理事長（左）と派遣職員の方

ヨロン島での安定的雇用を確保し
自由な離島ライフを実現する
「ヨロンマルチワーク」

　「日本全国組合紀行」では、全国の様々な組合の取組について紹介します。
　11月29日に開催された「特定地域づくり事業協同組合全国フォーラム in ヨロン」にて視察に伺った鹿
児島県の「ヨロンまちづくり協同組合」の取組について紹介します。

〈設立年月日〉　令和４年４月１日
〈組合員数〉　　９社
〈組合員業種〉　 農業サービス、商品小売、宿泊、

介護、幼保連携型認定こども園、
公共施設の管理

〈組合事業〉　　労働者派遣事業
〈派遣職員数〉　６名

鹿児島県大島郡与論町大字茶花33
代表理事　川畑　力ヨロンまちづくり協同組合

日本全国
組合紀行
日本全国
組合紀行

ヨロンまちづくり協同組合HP
https://yoron-multiwork.com/

さとうきび収穫機「ハーベスター」の補助業務の様子


